
 

 

 

平成２４年１１月９日 

国土交通省中部地方整備局 

港 湾 空 港 部 

お 知 ら せ 

 

 

 

 

 

 

 

１． 概要： 

中部地方整備局では、とりわけ逼迫する東海・東南海・南海地震による地震・

津波に対する防災・減災対策の具体化に向けて取り組んでおります。中部の港湾

における地震・津波対策に関する懇談会は、これらの対策や広域的課題検討への

助言、中部の各港で行われる検討会議間等の情報共有を行うために開催しており

ます。 

今般第３回目となる本懇談会においては、８月２９日に内閣府が公表した津波

推計を基に補正した名古屋港での試算結果の提示や、防波堤の粘り強い構造への

改良、中部の港湾における対策の包括的方針や堤外地における避難誘導計画、港

湾の機能継続計画の策定状況などの主要港湾の対策の取り組み等について議論を

行います。 

なお、本懇談会は、平成２３年１２月２７日に公表した中部圏地震防災基本戦

略（中間とりまとめ）に関する取り組みです。 

 

  （参考）中部の港湾における地震・津波対策に関する懇談会 

第１回：平成２３年１１月４日（金）開催 

第２回：平成２４年  ２月１日（水）開催 

 

２． 日時：平成２４年１１月１４日（水）１０：００～１１：３０ 

 

３． 場所：名古屋港湾会館 第２会議室（名古屋市港区港町１－１１） 

 

４． 懇談会のメンバー及び主な議題：別紙参照 

 

南海トラフの巨大地震・津波への対応が求められる中、 

中部港湾の防災・減災対策のあり方を議論します 

～第３回中部の港湾における地震・津波対策に関する懇談会を開催～ 



５． 解禁：指定なし 

   ※）会議の傍聴可。ただし、写真撮影につきましては冒頭の挨拶までとさ

せていただきます。なお、取材の問い合わせは下記担当者までお願い

します。 

 

６． 配布先：中部地方整備局記者クラブ、名古屋港記者クラブ、三重県政記者クラブ、   

静岡県政記者クラブ、港湾新聞、港湾空港タイムス、日本海事新聞、 

海事プレス 

 

７． 問い合わせ先：（事務局）国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 

 港湾計画課 課長 平澤、課長補佐 村上 

電話：０５２（６５１）６４６３ 

 



別紙 

 

１．メンバー 

アドバイザー： 高橋 重雄   独立行政法人港湾空港技術研究所理事長 

家田  仁   東京大学大学院工学系研究科教授 

春日井 康夫  九州大学大学院工学研究院教授 

構 成 員 ： 篠原 正人   東海大学海洋学部航海学科教授 

荻原  茂   名古屋港運協会長 

青木 伸一   大阪大学大学院工学研究科教授 

水谷 法美   名古屋大学大学院工学研究科教授 

小菅 弘正   四日市港振興会長 

渡邉 悌爾   三重大学名誉教授 

長島 郁夫   静岡県交通基盤部長 

近藤 隆之   愛知県建設部長 

土井 英尚   三重県県土整備部長 

錦見 桂司   名古屋港管理組合企画調整室長 

亀井 秀樹   四日市港管理組合経営企画部長 

山田  茂   中部経済連合会社会基盤部長 

内川 尚一   東海商工会議所連合会 

（名古屋商工会議所理事・企画振興部長） 

杉  雅俊   静岡県商工会議所連合会専務理事兼事務局長 

野口 哲史   日本埋立浚渫協会中部支部長 

山本 義之   中日新聞社論説委員 

伊藤 伊三夫  中部運輸局海事振興部長 

榎本 猶一   第四管区海上保安本部交通部長 

 

２．主な議題： 

（１）中部地方整備局の港湾における地震・津波対策の検討経緯 

（２）8/29 内閣府公表の津波推計値について  

  （３）中部の主要な港湾における地震・津波対策の取り組み 

  （４）中部の港湾における地震・津波対策に係る“包括的方針”について 

（５）今後の取り組みと検討体制について 

  （６）意見交換  等 



【主な検討内容（平成24年度）】
・「港湾における地震・津波対策のあり方」（答申）等、最新の知見
を踏まえた基本方針のフォローアップ

・「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の最新の知見を踏まえ
た津波シミュレーションの補正

【主な検討内容】
・想定震源域・想定津波・波源域の設定の考え方
・最大クラスの震度分布・津波高の推計結果
（平成24年度は10mメッシュ津波高・浸水域・液状化危険度・時
間差発生・長周期地震動について検討）

【内閣府】

南海トラフの巨大地震モデル検討会

【主な検討課題】
・南海トラフ巨大地震による定量的な被害想定、定性的な被害シナリオ
・南海トラフ巨大地震に対する予防、応急、復旧・復興の各対策の方向性
・対策の実効性をあげていくという観点で望ましい法制度等のあり方 等

【検討スケジュール】
・人的・物的被害（8月末頃）
・当面実施すべき対策の取りまとめ（7月中旬）

＊WGの下に南海トラフ巨大地震対策協議会、地方ブロック協議会を設置
・官民の主体を幅広く集めた場を設定して平時及び非常時に備えた
関係構築

【中央防災会議防災対策推進検討会議】

南海トラフ巨大地震対策検討WG

連携

【主な検討課題】
・「港湾における地震・津波対策のあり方」（答申）の策定

【検討スケジュール】
・答申の公表（6月13日）

【国土交通省】

交通政策審議会港湾分科会防災部会

最新の知見の活用

【中部地方整備局】

中部の港湾における地震・津波対策に
関する懇談会

【中部地方整備局】

主要港湾における地震・津波対策検討会議

最新の知見の活用
・シミュレーションモデル
・津波推計結果

答申を踏まえた、防災対策の実施

中部からの提案

・広域的な課題の検討
・港間の情報共有

【静岡県】

静岡県津波対策検討会議

・県内の地震・津波対策について検討

資料１（参考）中部地方整備局の港湾における地震・津波対策の検討経緯
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・津波の規模・発生頻度に応じた防護目標の明確化、
水門等の管理運用体制の見直し

・港湾機能継続計画による物流機能の早期回復、
港湾施設の耐震性・耐津波性の確保

・海上輸送ネットワークの維持、船舶航行の安全性の確保

・津波シミュレーションや広域的課題対応への助言
・各港地震・津波対策検討会議間等の情報共有など

中部の港湾における地震・津波対策に関する懇談会
＜中部管内の主要港湾＞

第1回 H23.11～

※１ 部門毎の検討

※１

主要港湾における地震・津波対策検討会議
＜名古屋港、三河港、衣浦港、四日市港、津松阪港＞

第1回 H23.9～

・防災拠点に持たせる機能についての検討
・防災拠点の配置についての検討 など
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防災拠点のネットワーク形成に向けた検討会
第1回 H24.5～

中部地方幹線道路協議会

第1回 H23.8 ～

･早期復旧支援ルート確保手順（中部版くしの歯作戦）を策定 （H24.3）

名古屋港、三河港、衣浦港、四日市港、津松阪港
第1回 H24.11～順次開催予定

静岡県津波対策検討会議
＜県内港湾を含む全体会議＞

第１回 H23.4～

駿河湾港アクションプラン
推進計画検討委員会

H23.3～

港湾機能継続計画と港間連携の検討

資料１（参考）中部地方整備局の港湾における地震・津波対策検討 体制図（イメージ）


